
沿 革 平成26（2014）年３月　ふじのくに地域・大学コンソーシアム設立
平成26（2014）年４月　一般社団法人設立登記
平成27（2015）年４月　公益社団法人設立登記

構 成 団 体
［ 正 会 員 ］
・高等教育機関 静岡英和学院大学・同短期大学部、静岡県立大学・同短期大学部、静岡産業大学、静岡大学、

農林環境専門職大学・同短期大学部、静岡福祉大学、静岡文化芸術大学、静岡理工科大学、
順天堂大学保健看護学部、聖隷クリストファー大学、総合研究大学院大学生命科学研究科遺伝学専攻、
東海大学静岡キャンパス、常葉大学・同短期大学部、日本大学国際関係学部・同短期大学部（三島キャンパス）、
沼津工業高等専門学校、浜松医科大学、浜松学院大学・同短期大学部、光産業創成大学院大学、
放送大学静岡学習センター、静岡社会健康医学大学院大学、東都大学沼津ヒューマンケア学部

・ 地 方 自 治 体 静岡県、静岡市、浜松市、沼津市、三島市、富士宮市、島田市、富士市、磐田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御殿場市、
袋井市、下田市、裾野市、伊豆市、菊川市、伊豆の国市、河津町、小山町、川根本町

・公 共 的 団 体 静岡県教育委員会、静岡県行政書士会

［ 準 会 員 ］ 公益財団法人静岡県舞台芸術センター、静岡トヨタ自動車株式会社、株式会社日本経済新聞社、丸福製茶株式会社、
一般社団法人日本自動車連盟静岡支部

［ 賛 助 会 員 ］ 公益社団法人静岡県国際経済振興会、公益財団法人静岡県国際交流協会、岸本工業株式会社、
株式会社 SBSコミュニケーションズ、株式会社静鉄アド・パートナーズ、株式会社留学ジャーナル、島田掛川信用金庫、
沼津信用金庫、浜松外国人材定着サポート有限責任事業組合、しずおか焼津信用金庫、遠州信用金庫

［ 連 携 団 体 ］ 一般社団法人静岡県経営者協会、静岡県中小企業団体中央会、一般社団法人静岡県商工会議所連合会、
静岡県商工会連合会（平成 30年８月 包括連携協定締結）

社 員 総 会 法人の最高意思決定機関：年1回開催

理 事 会 法人の予算・事業の決定機関：年３回程度開催

学 長 連 絡 会 高等教育機関の学長等で構成する大学教育に関する連絡会：年1～2回程度開催

理 事 長 日詰一幸（静岡大学学長）

副 理 事 長 尾池和夫（静岡県立大学学長）、今野弘之（浜松医科大学学長）、江藤秀一（常葉大学学長）

理 事 堀川知廣（静岡産業大学学長）、木村雅和（静岡理工科大学学長）、岡田哲男（沼津工業高等専門学校校長）、
松浦高之（静岡市企画局長）、池上重弘（静岡県教育委員会教育長）

監 事 山田吉彦（東海大学静岡キャンパス長）、吉良光陽（静岡県スポーツ・文化観光部総合教育局長）
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Twitter：@fuji_conso ホームページ

Facebook・Twitterにて情報発信中！

組
織
図

組
織
概
要

「ふじのくに地域・
大学コンソーシアム」とは？

静岡県内の高等教育機関相互の

連携を深め、行政、産業界、非営

利活動法人などと広範なネット

ワークを形成し、教育力・研究力の

一層の向上を図るとともに、地域

社会の発展に寄与していくことを

目的として、平成26年３月に設立

し、平成27年４月に公益社団法人

となりました。令和４年６月現在、

21の大学等高等教育機関、22の

自治体及び２つの公共的団体が

正会員となっています。
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事 業 内 容と 2 0 2 1 (令 和３) 年 度 実 績

1

県内大学の学術・研究成果を積極的に地
域に還元するため、本県の魅力発信、地
域振興に繋がる研究内容をテーマとした
県民向けの講座を複数大学により共同開
催する。

大学連携講座開催事業

●実施なし

実績

3. 地域貢献

2

正会員や準会員が抱える地域課題解決
のために、地域と一体となり実践的な研
究を行う県内大学のゼミ・研究室及び県
内学生により組織された団体に対して、活
動助成金を交付する。

ゼミ学生等地域貢献
推進事業

●採択27件

実績

1

本県の大学間及び大学と地域との連携
を促進し、大学の学術研究の向上や地域
貢献の推進を図るため、県内の大学の研
究者又は研究グループが行う研究に助成
する。

共同研究助成事業

●共同研究　採択４件
［研究課題］
高齢者のための見守り機能を有する手指・腕の
複合トレーニング装置の開発（静岡大学、浜松
医科大学）
ICTを活用した防災教育・防災訓練の開発と普及
モデルの構築―静岡県内の地域防災・学校防災
での実践と普及―（静岡大学、静岡産業大学）
耕作放棄茶園から茶の実専用茶園への再生による
循環型新産業の創出（静岡大学、静岡県立大学）
「データヘルス計画」に対する医療・介護・保健の
連携データを活用した地域医療課題解決型プ
ラットフォームの構築とその活用（静岡理工科大
学、浜松医科大学）

•

•

•

•

●単独研究　採択2件
［研究課題］
地域産業クラスターの活性化を目指した知財戦
略構築に向けた実践的研究（浜松医科大学）
ウンシュウミカンの片面交互結実栽培法による
超省電力連年多収技術の開発―本栽培法導入
時に焦点を当てて―（農林環境専門職大学）

•

•

実績

地域の活性化に寄与するため、静岡県の
特異性・優位性を明らかにする新たな地
域学として、「ふじのくに学」の創出及び体
系化を検討する。

ふじのくに学創出
研究事業

2

2.共同研究

1

学生が他大学の科目を履修し、在籍大学
の単位として認定する（単位互換協定校
が対象）。地域に根差した人材を育成する
ため、本県の地域資源などをテーマに
フィールドワークを含む短期集中共同授
業を実施し、大学の正規科目として提供
する。

短期集中単位互換授業

●単位互換協定校　8大学1工業高等専門学校
　お茶、南アルプス、観光学など9科目を実施
   延べ392人　参加

実績

小・中・高校生に大学の学問や大学生活を
知る機会を提供し、進学意欲や目的意識
の向上を図るため、大学と小・中・高校が連
携し、大学生によるワークショップや大学
等の教員による高校への出張講義を行う。

●大学生によるワークショップ　　　
　高校　　4回　307人　参加
　小学校　1回　103人　参加
●大学教員による高校への出張講義　
　20高校20講義　開催

実績

2 小中高大連携推進事業

県西部の大学と地域が連携、協力して大
学教育の充実や地域の学術振興を図る
ため、西部地域の大学間連携による共同
授業を実施する。

●10月２日～12月４日
　156人（学生等及び市民）　参加

実績

西部地域連携事業
（共同授業）

3

4. 国際交流

1

多国籍の学生同士の交流促進を図り、異
文化への理解を深めるため交流ツアーや
日本語検定助成等の事業を行う。

国際交流事業

●交流バスツアー　10月16日及び３月５日
   （防災センター、観劇、他）26人　参加
●国際交流・日本語スピーチ　
    ２月11日フォーラムでのオンライン配信
●日本語検定助成　62件

実績

2

県内大学等への留学生受入促進を図る
ため、留学/進学フェア等で県内大学等の
進学・生活情報を発信する。

留学生受入促進事業

●静岡県大学進学フェア　７月対面/オンライン開催　
　大学ブース訪問延べ人数　272人
●ベトナムにて　　  静岡留学説明会　31人　参加
●インドネシアにて　静岡留学説明会　12人　参加

実績

3

【文部科学省 トビタテ！留学JAPAN 地域
人材コース】
未来の静岡県を担うグローバル人材の育
成を目指し、県内大学の日本人学生で海
外留学を希望する優秀な者に奨学金を
給付し、海外留学を支援する。

グローバル人材育成事業

●コロナ禍で中断していた学生1名が再留学を開始

実績

1

大学職員の資質向上を目的に、合同で
SD研修会を開催する。会員大学から希
望者を募って企画検討委員会を開催し、
研修のテーマや実施方法等を議論する。

合同SD研修会事業

●合同FD・SD研修会　２回開催　
　延べ77人　参加
　SD研修企画委員　 27人

実績

6. 機関交流

2

県西部の大学と地域が連携、協力して大
学教育の充実や地域の学術振興を図る
ため、各大学のＦＤ活動の状況や成果、課
題等についての情報・意見交換を行う。

西部地域FD情報交換会
事業

●11月19日（静岡大学浜松キャンパス）
　16人　参加

実績

1

「ゼミ学生等地域貢献推進事業」の研究
成果や「共同研究助成事業」の中間報
告、高校生の活動紹介などの合同発表会
を行う。

地域研究成果発信事業
（ふじのくに地域・大学フォーラム）

7.情報発信

●２月11日（Zoomウェビナー）
　142人　参加

実績

2

公式サイトのほか、FacebookやTwitterに
てコンソーシアムや県内大学についての
情報発信を行う。各種事業の告知のほ
か、学生に役立つと思われる幅広い情報
を掲載する。

広報事業
（WEBサイト、SNS等）

●掲載件数　Facebook　103件、Twitter　19件 

実績

5.学生支援

1

留学生支援として、就職支援、生活基盤
づくり支援を行う。就職支援は県内企業
への就労を支援するため、企業交流会や
面談会、インターンシップ、就職支援講座
等を実施。生活基盤づくり支援は生活
ルール・交通安全講座を実施する。

留学生支援事業

●企業交流会・就職支援講座等、就職支援イベント　
　８回　178人　参加
●交通安全・生活ルール講座（オンライン）　
　８人　参加

実績

2

県内における地域人材の育成及び地域
産業の振興に寄与するため、インターン
シッププログラムの普及拡大、質的向上を
目指し、インターンシップマッチング会、専
門人材養成研修会等を行う。

インターンシップ
推進事業

●インターンシップマッチング会　　　　
　1回開催　学生196人　企業35社　参加
●浜松企業バスツアー　
　新型コロナウイルスの影響により中止
●インターンシップ専門人材養成研修会　
　1回開催　大学・企業担当者55人　参加

実績

1. 教育連携


